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研究成果の概要 

両親媒性セルロースナノファイバー（CNF）界面吸着特性を活かして樹脂粒子や油滴の表面を密に被覆

し、この CNF被覆粒子の表面分子設計を介して機能性粒子材料の創製を目指している。本年度は下記の

点について検討した。 

① 粒状吸着剤としての材料設計 

水質汚染物質に対する液相吸着材としての応用を目指して、CNF被覆粒子の表面分子設計を施した。 

被覆 CNF 表面ヒドロキシ基に対する簡便な化学修飾プロセスによって、アセチル化やラウロイル化な

どの疎水化、クエン酸導入による親水化を行った。得られた改質 CNF被覆マイクロ粒子の水への浸漬度

を定量化することに成功した、粒子そのものの表面ぬれ性を評価することが可能となった。またその結

果、被覆 CNFの化学改質分子種や導入量と粒子表面物性の相関性が見出された。水質汚染モデル物質と

して直接染料やカチオン性染料を用いたところ、化学改質処理によって、選択的な吸着や吸着量の向上

がみとめられたことから、粒状吸着剤としての応用に期待が持たれた。 

② CNFカプセル粒子の創製 

ピッカリングエマルション調製の諸条件を精査した結果、溶媒（オイル相）としてブロモホルムおよび

シクロオクタンを用いた際に、より安定な Oil-in-Waterエマルションが得られた。乳化時の液滴径は、

数十～数百 µmの範囲で制御可能となった。内部のオイル相を除去することによって得られる中空粒子

のサイズは、乳化時に用いた溶媒種によって制御可能であることが示された。 
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